
平成２１事業年度

決　算　報　告　書

自 ： 平成２１年　４月　１日

至 ： 平成２２年　３月３１日

国立大学法人静岡大学



区分 予算額 決算額
差額

（決算－予算） 備考
収入
　運営費交付金 10,468 10,468 0
　施設整備費補助金 983 1,131 148 ※１
　船舶建造費補助金 0 0 0
　施設整備資金貸付金償還時補助金 0 0 0
　補助金等収入 140 637 497 ※２
　国立大学財務・経営センター施設費交付金 54 54 0
　自己収入 6,167 6,382 215
　　　授業料、入学料及び検定料収入 6,048 6,066 18 ※３
　　　附属病院収入 0 0 0
　　　財産処分収入 0 0 0
　　　雑収入 119 316 197 ※４
　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 2,098 1,926 △ 172 ※５
　長期借入金 0 0 0
　貸付回収金 0 0 0
　承継剰余金 0 0 0
　旧法人承継積立金 0 0 0
　目的積立金取崩 1,595 1,674 79 ※６

計 21,505 22,272 767
支出
　業務費 13,956 13,931 △ 25
　　　教育研究経費 13,956 13,931 △ 25 ※７
    　診療経費 0 0 0
  一般管理費 4,274 3,974 △ 300 ※８
　施設整備費 1,037 1,185 148 ※９
　船舶建造費 0 0 0
　補助金等 140 637 497 ※10
　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 2,098 1,900 △ 198 ※11
　貸付金 0 0 0
　長期借入金償還金 0 0 0
　国立大学財務・経営センター施設費納付金 0 0 0

計 21,505 21,627 122
収入－支出 0 645 645

○予算と決算の差異について

　※２　補助金収入については、大学改革等推進補助金及び研究拠点形成費補助金の減（△52百万円）
　　　があったものの、科学技術振興調整費の補助金化（356百万円）及び平成２１年度補正予算の
　　　配分（191百万円）を受けたため、予算金額に比して497百万円多額となっています。

　※３　授業料、入学料及び検定料収入については、受験者数が減少したため検定料収入が減少
　　　（△3百万円）したものの、前受授業料の増加等により予算金額に比して18百万円多額と
　　　なっています。

  ※４  雑収入については、科学研究費補助金間接経費等受入額の増（165百万円）、講習料収入の増
　　 （17百万円）等により、予算金額に比して197百万円多額となっています。

  ※５  産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、寄附金収入が減少（△140百万円）及び
　　　科学技術振興調整費の補助金化（△356百万円）があったものの、予算段階では見込んでいな
　　　かった受託研究及び共同研究の獲得があったため、予算金額に比して172百万円少額となって
　　　います。
　　　　なお、前年度からの繰越額のうちの支出予定額42百万円を予算金額に計上しています。

　※１　施設整備費補助金については、平成２１年度補正予算の配分を受けたため、予算金額に比して
　　　148百万円多額となっています。

平成２１年度　　決算報告書

（単位 ： 百万円）

国立大学法人静岡大学

注：百万円未満の端数については、四捨五入で表示してあります。
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  ※11  ※５に示した理由により、予算金額に比して198百万円少額となっています。

　※６　目的積立金取崩については、計画の見直しにより、予算金額に比して79百万円多額となって
　　　います。

　※10　※２に示した理由により、予算金額に比して497百万円多額となっています。

　※９　※１に示した理由により、予算金額に比して148百万円多額となっています。

  ※７  教育研究経費については、任用計画見直し等による教員人件費の減（△583百万円）、退職手当
      の未使用（△221百万円）があったものの、計画の見直しによる物件費の増等のため、予算金額に
　　　比して25百万円少額となっています。

  ※８  一般管理費については、任用計画見直し等による職員人件費の減（△217百万円）及び退職手当
　　　の減等による役員人件費の減（△93百万円）のため、予算金額に比して300百万円少額となってい
　　　ます。
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